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口絵“つ、らら”の説明

　つららは屋根に積った雪がとけて，軒先から水滴にな

って落ちる時に凍って出来るものである．だからつらら

の生長や発達には，屋根の上で，雪がとけて供給される

水の分量と，その時の寒さとが関係する．寒い時には軒

先からたれる水滴は，すでに出来ているつららに沿って

たれ下って行く途中で皆凍ってしまうから，太くて短か

いつららが出来る．割合暖かい時にはたれ下る水滴はつ

ららの先端まで水の状態で流れて来て，そこで凍ること

が多いから細くて長いつららが出来やすい．ごく暖かい

時にはつららに沿ってたれ下って来た水は，全部その先

端から地面に落ちてしまうし，つらら自身もとけてやせ

てゆく．

　軒先からたれ下る水滴を見ていると最初は管の形に凍

ることが多い．それは冷却作用が水滴の表面の方が著し

いためである．場合によってはその管の中に気泡を閉じ

こめる場合もある．また最初に出来る細長いつららは，

袋形の水滴の形できまると考えられる太い細いをもって

いる．そこへあとから流れ下って来る水を考えると，太

い所では水膜が薄くなり冷え易いからそこて凍りつき，

薄い所では水膜が厚くなるからそこでは凍りつぎにく
い
． それで最初に出来た太い細いはますます助長され

て，つららのあの立派なしまが出来るのであろう．この

辺のことは昨1956年2月号の科学朝日に図解したから御

覧願いたい．、

　口絵の3はこうして出来たつららの全長としまの幅を

示すために折尺を副えて写したものである．しまの幅は

9mmから1cm位のものが多い．口絵のとは同じ種類
のもので，ほとんど水平になったものもあれば，45。位

のものもあり，また鉛直になったものもある所が面白
い
．
最 初はごく普通に鉛直のものが出来るものである

が，その中に屋根面全体が暖まって，屋根の上の積雪が

全体としてズリ落ちて来る．しかし軒先の所は暖まらな

いので凍って引止めているから，つららは回韓運動をお

こす．最初のこういう過程で45。まで傾いたとt。よう．

そうするとその縁のつららの生長は傾いたものの先から

鉛直にのびて行くものもあるし，軒先から直接鉛直にの

びるものも出来る．もう1度こういう過程がおこると写

真に見るように同時に3通りの傾斜のつららが並び・』1

本のつららについてみれば3段に腰の折れたものにな

る．

　口絵の1は北側のつららで，北側は概して水の供給が

少ないから，何かのいい条件でこういうつららが出来て

も，あとは蒸発（昇華）によってやせていく一方である．

出っぱった所の方が蒸発がおこり易いから，最初にある

しまも消えて滑らかな尖った形のも¢）となる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（畠山久筒）

1957年2月 23


